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六ヶ所村地域公共交通計画(素案) 住民説明会結果 

 

1.実施概要 
○地域公共交通計画の内容や、見直しの方向性等を地域住民へ伝えるため『住民説明会』を実施した。 

○対象は、公共交通のメインユーザーと想定される高齢者や高校生をはじめとした住民全体のほか、

六ヶ所村に通勤、通学する方などを対象とし、幅広い世代の意見を計画に反映する。 

○計画の説明においては、計画の内容及び見直し内容をわかりやすく村民へ伝え、より多くの住民の

理解を得ることが重要であることから、見やすいレイアウト、わかりやすい表現、図・イラストな

どを用いた資料（パワーポイント資料、計画概要版等）を作成した。 

 

表 住民説明会概要 

項目 内容 

目的 
○村民に対する六ヶ所村地域公共交通計画（素案）に係る説明、及び幅広い世代から意見

を収集し、計画へと反映させることを目的とする。 

実施場所 六ヶ所村役場 分庁舎 3F 大会議室 

実施日・時間 令和７年 2 月 7 日（金）18 時～ 

参集対象 六ヶ所村に居住、通勤、通学する方 

参集方法 村 HP より申込書を提出 

 

 

２.説明会プログラム 
○住民説明会のプログラムについては以下のとおり。 

 

1.開会 

2.挨拶 

3.地域公共交通計画（素案）についての説明 

4.質疑応答 

5.閉会（総括） 
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【参考】住民説明会資料 
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３.住民説明会結果 
○住民説明会の結果を以下に示す。 

 

日時：令和７年２月 7 日（金）18 時 00～19 時 00 分 

場所：六ヶ所村役場 分庁舎 3F 大会議室 

参加者：住民 3 名、六ヶ所村、KCS 

 

■結果概要 

表 質疑一覧 

 内容 

質問１ ○大変難しい問題に取り組んでいると感じている。実現に向けて是非頑張ってほし

い。村内を運行する公共交通に対して、今は利用しづらい認識を持っている。加

齢による運転免許の返納などを考えているが、仮に 5 年後返納した際に本数また

は移動手段の種類は増えているのだろうか？ 

 

 ⇒六ヶ所村：重点施策でお示ししたネットワークが構築できれば、移動に関して

の利便性が向上するものと考えている。来年度以降、具体的な調査に着手する

予定であるが、2 時間に 1 本を土台として実証運行を行い、コストや人手の観

点から最適な運行頻度を検討していきたい。 

質問２ ○質問１に関連して、自動運転の活用により人手の制約を受けない形で運行頻度を

増やすことも検討するのか？ 

 

 ⇒六ヶ所村：手段の１つになり得るものと考えている。ただし、自動運転に関し

ては実証段階であり、実際に導入するにはコストや技術面での検討が必要であ

る。 

 ⇒KCS：現在、国が主導し自動運転導入を進めている。国の補助金活用も視野に

入れながら、実証運転を通し運転士不足の改善に効果があるのかなどについて

も確認していきたい。 

質問３ ○（重点施策通学路線の設定について）4 月に息子が三沢市の高校へ入学するが、

毎朝バス停まで送迎する必要がある。仕事との兼ね合いもあり負担となっている

ため、出来る限り早期の運行をお願いしたい。その上で接続調査や実証運行、本

格運行とはどういったことを実施するのか？ 

 

 ⇒六ヶ所村：まず接続調査については毎年発生する需要変化への対応方法の検討

や自治体間での協議を想定している。本格運行の段階では三沢市のほか、むつ

市や野辺地町を結ぶ形で通学路線を設定する予定である。 

  


